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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第36期

第３四半期
連結累計期間

第37期
第３四半期
連結累計期間

第36期

会計期間
自平成25年４月１日
至平成25年12月31日

自平成26年４月１日
至平成26年12月31日

自平成25年４月１日
至平成26年３月31日

売上高 （千円） 29,385,514 31,821,175 40,212,001

経常利益 （千円） 2,353,373 2,330,221 2,988,627

四半期(当期)純利益 （千円） 1,434,789 1,494,914 1,834,718

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 1,439,954 1,503,130 1,835,480

純資産額 （千円） 14,663,756 16,244,671 15,059,283

総資産額 （千円） 23,725,548 26,759,525 23,306,435

１株当たり四半期
(当期)純利益金額

（円） 130.95 136.44 167.45

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

（円） － － －

自己資本比率 （％） 61.8 60.7 64.6

 

回次
第36期

第３四半期
連結会計期間

第37期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自平成25年10月１日
至平成25年12月31日

自平成26年10月１日
至平成26年12月31日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 66.60 81.98

（注）１．当社は、四半期連結財務諸表を作成しているため、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載してお

りません。

     ２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

 

２【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

 

(1）業績の状況

　当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府や日銀による金融緩和を背景に、緩やかな回復基調を続

けております。個人消費におきましては、円安に伴い外国人旅行客の増加による消費の下支えがあったものの、４

月に実施された消費税増税や物価上昇による家計の圧迫等により先行き不透明な状況で推移いたしました。

　このような環境の下、当社グループは、中期戦略に基づき様々な販売促進施策を実施し、既存店の安定成長と、

新規出店によるシェア拡大を図ったことから、売上高は順調に推移いたしました。しかしながら、消費税増税前の

駆け込み需要の反動減に対応するための各種販促施策に伴う販売費増加、及び、新規出店に伴う人員増加等により

利益面につきましては厳しい状況で推移いたしました。

　以上の結果、当第３四半期連結累計期間の業績につきましては、売上高は31,821百万円（前年同四半期比8.3％

増）、営業利益は2,308百万円（同2.2％減）、経常利益は2,330百万円（同1.0％減）、四半期純利益は1,494百万

円（同4.2％増）となりました。

 

　 セグメントの業績は、次のとおりであります。

 ① ブランド・ファッション事業

　ブランド・ファッション事業では、平成26年５月に「KOMEHYO 渋谷公園通り店」(東京都渋谷区）、平成26年８

月に「KOMEHYO あべの店」（大阪市阿倍野区）、平成26年10月に「USED MARKET by KOMEHYO 大須店」(名古屋市中

区）をオープンいたしました。

　この結果、当第３四半期連結会計期間末の店舗数は、「KOMEHYO」17店舗、「KOMEHYO買取センター」４店舗、

「LINK SMILE」８店舗、「USED MARKET」４店舗となりました。

　中古品仕入高につきましては、積極的な買取促進活動が奏功し、また、新規出店もあったことから個人買取が概

ね順調に推移し、個人買取仕入高は13,107百万円(前年同四半期比10.7％増）となりました。

　売上高につきましては、高額商品を中心に消費税増税前の駆け込み需要の反動減がみられましたが、免税販売が

伸びたことに加え、オンラインストアの強化、中古品取扱事業者向けの販売施策が奏功し、順調に推移いたしまし

た。

　営業利益につきましては、売上高総利益率が比較的低位な中古品取扱事業者向け売上高の増加、各種販売施策の

強化に伴う販売費の増加、並びに新規出店による人員増加に伴う人件費の増加等により、微増となりました。

　以上の結果、当第３四半期連結累計期間の当セグメント売上高は28,357百万円（前年同四半期比9.9％増）、営

業利益は2,138百万円（同0.4％増）となりました。

 

② タイヤ・ホイール事業

　タイヤ・ホイール事業の当第３四半期連結会計期間末の店舗数は、15店舗であります。

　当第３四半期連結累計期間は、消費税増税前の駆け込み需要の反動減により、タイヤを中心に自動車用品小売業

界全体が弱含みで推移し、売上高が伸び悩んだことから、前年同四半期に比べ減収減益となりました。

　以上の結果、当第３四半期連結累計期間の当セグメント売上高は3,390百万円(前年同四半期比3.5％減）、営業

利益は148百万円（同29.3％減）となりました

 

③ その他の事業

　当第３四半期連結会計期間末の主な不動産賃貸物件は６カ所であります。

　当第３四半期連結累計期間の当セグメント売上高は104百万円（前年同四半期比2.4％減）、営業利益は22百万円

（同12.4％増）となりました。
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(2）事業上及び財務上の対処すべき課題

 当第３四半期連結累計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

　なお、当社は財務及び事業の方針の決定を支配する者の在り方に関する基本方針を定めており、その内容等（会

社法施行規則第118条第３号に掲げる事項）は次のとおりであります。

　　①　基本方針の内容

　当社グループは、「品物を売りたい」という買取面のニーズと「この商品が欲しい」という販売面のウォンツ

を結ぶ“リレーユース”の中継点として、常にお客様の豊かな暮らしづくりを応援しております。

　現在、モノ余りに伴う循環型社会への移行を背景として、不要となったモノを売ることや中古品を買うことへ

の抵抗感は薄れ、限りある資金で、欲しい時に、欲しいモノを手に入れることを楽しむ人々が増え続けておりま

す。この様な状況の下、当社グループは創業以来培ってきた中古品ビジネスのノウハウを活かし、高度な専門知

識を持った多数のバイヤーによる「買取力」、価値ある中古品を中心に新品をミックスした「商品力」、接客付

加サービス及びディスプレイ等の工夫による「販売力」の向上に努め、「品物を売りたい」という買取面のニー

ズと「この商品が欲しい」という販売面のウォンツを結ぶ“リレーユース”の中継点として、常にお客様の豊か

な暮らしづくりを応援することにより、安定的に成長してまいりました。

　今後も、価値ある中古品の安定供給と適正な価格設定、店舗ロイヤリティの向上等により、リユース市場を

リードしていくことを目指すとともに、事業領域を拡大し、より多くのお客様に満足と感動を提供することに

よって、安定的な成長と企業価値の向上を目指す所存であります。このためには、中古品ビジネスに対する高い

専門知識を持ち、当社グループの独自性を十分理解した者が、中長期的な視点によって経営を行っていくことが

必要と考えております。

　　②　不適切な支配を防止するための取り組み

　現時点で、当社は、当社の株式の大量取得を行うものに対して、これを防止するための具体的な取り組み（買

収防衛策）を定めておりませんが、当社株式を大量に取得しようとする者が出現し、当該大量取得が不適切な者

によると判断される場合には、社外の専門家を含む「対策本部」を結成し、当該取得者の取得目的、提案内容等

を、前記の基本方針及び株主共同の利益等に照らして慎重に判断し、具体的な対抗措置の内容等を速やかに決定

し実行する所存であります。

 

(3）研究開発活動

　該当事項はありません。

 

(4)従業員数

　当社グループの「ブランド・ファッション事業」セグメントにおいて、新規出店に備えるため、及び店舗スタッ

フの増強を図ることを目的として積極的な採用を行ったことにより、当第３四半期連結会計期間末現在の従業員数

は454名となり、平成26年３月31日に対し73名増加しております。

 

(5）経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

　　当第３四半期連結累計期間において、経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通しについて

重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 18,000,000

計 18,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現在
発行数（株）
（平成26年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成27年２月12日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 11,257,000 11,257,000

東京証券取引所

（市場第二部）

名古屋証券取引所

（市場第二部）

単元株式数

100株

計 11,257,000 11,257,000 － －

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成26年10月１日～
平成26年12月31日

－ 11,257,000 － 1,803,780 － 1,909,872

 

(6) 【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成26年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしております。

①【発行済株式】

平成26年12月31日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　300,300 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 10,955,200 109,552 －

単元未満株式 普通株式　　　1,500 － －

発行済株式総数 11,257,000 － －

総株主の議決権 － 109,552 －

　（注）　「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が300株含まれております。また、

「議決権の数」の欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数３個が含まれております。

②【自己株式等】

平成26年12月31日現在
 

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社コメ兵
名古屋市中区大須

3-38-5
300,300 － 300,300 2.66

計 － 300,300 － 300,300 2.66

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成26年10月１日から平

成26年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成26年４月１日から平成26年12月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、監査法人東海会計社による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成26年12月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,340,595 3,189,857

売掛金 1,816,845 2,025,074

たな卸資産 9,765,638 11,575,559

その他 1,568,536 2,229,561

流動資産合計 15,491,616 19,020,053

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 3,039,414 3,040,076

土地 1,673,267 1,673,267

その他（純額） 601,084 568,377

有形固定資産合計 5,313,765 5,281,720

無形固定資産 375,462 305,541

投資その他の資産 2,125,590 2,152,209

固定資産合計 7,814,819 7,739,471

資産合計 23,306,435 26,759,525

負債の部   

流動負債   

買掛金 730,400 745,087

短期借入金 2,700,000 6,300,000

1年内返済予定の長期借入金 591,512 487,536

未払法人税等 883,932 191,543

賞与引当金 486,492 234,524

役員賞与引当金 15,420 9,668

商品保証引当金 10,458 11,846

ポイント引当金 64,053 79,415

その他 878,462 881,483

流動負債合計 6,360,731 8,941,105

固定負債   

長期借入金 853,791 567,719

リース債務 170,930 98,508

役員退職慰労引当金 433,530 433,530

商品保証引当金 4,004 3,854

ポイント引当金 37,028 43,577

退職給付に係る負債 274,179 321,272

資産除去債務 86,939 85,113

その他 26,016 20,174

固定負債合計 1,886,420 1,573,749

負債合計 8,247,152 10,514,854

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,803,780 1,803,780

資本剰余金 1,909,872 1,909,872

利益剰余金 11,412,751 12,589,923

自己株式 △80,066 △80,066

株主資本合計 15,046,336 16,223,508

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 12,773 18,949

為替換算調整勘定 172 2,212

その他の包括利益累計額合計 12,946 21,162

純資産合計 15,059,283 16,244,671

負債純資産合計 23,306,435 26,759,525
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年12月31日)

売上高 29,385,514 31,821,175

売上原価 20,063,695 21,924,971

売上総利益 9,321,819 9,896,204

販売費及び一般管理費 6,961,941 7,587,253

営業利益 2,359,877 2,308,950

営業外収益   

受取利息 1,806 1,483

受取配当金 1,504 1,463

為替差益 － 26,576

受取手数料 5,562 6,141

助成金収入 3,408 2,630

協賛金収入 1,700 －

その他 2,149 3,440

営業外収益合計 16,131 41,735

営業外費用   

支払利息 19,406 19,348

その他 3,229 1,116

営業外費用合計 22,635 20,464

経常利益 2,353,373 2,330,221

特別利益   

固定資産売却益 － 102

受取保険金 20,034 －

受取補償金 592 －

特別利益合計 20,626 102

特別損失   

固定資産除却損 16,658 4,829

減損損失 － 2,295

賃貸借契約解約損 － 5,246

特別損失合計 16,658 12,371

税金等調整前四半期純利益 2,357,341 2,317,951

法人税等 922,551 823,037

少数株主損益調整前四半期純利益 1,434,789 1,494,914

四半期純利益 1,434,789 1,494,914
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 1,434,789 1,494,914

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 4,980 6,175

為替換算調整勘定 183 2,039

その他の包括利益合計 5,164 8,215

四半期包括利益 1,439,954 1,503,130

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 1,439,954 1,503,130
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【注記事項】

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

　税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりでありま

す。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成26年４月１日
至　平成26年12月31日）

減価償却費 462,462千円 489,539千円

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自 平成25年４月１日　至 平成25年12月31日）

配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年６月26日

定時株主総会
普通株式 109,566 10.00  平成25年３月31日 平成25年６月27日 利益剰余金

平成25年11月８日

取締役会
普通株式 120,522 11.00  平成25年９月30日 平成25年11月27日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自 平成26年４月１日　至 平成26年12月31日）

配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年６月25日

定時株主総会
普通株式 164,349 15.00  平成26年３月31日 平成26年６月26日 利益剰余金

平成26年11月７日

取締役会
普通株式 153,392 14.00  平成26年９月30日 平成26年11月26日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自平成25年４月１日 至平成25年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：千円）

 報告セグメント
その他
（注）１

合計 調整額

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

 
ブランド・
ファッション
事業

タイヤ・
ホイール
事業

計

売上高        

外部顧客への売上高 25,794,752 3,513,922 29,308,675 76,839 29,385,514 － 29,385,514

セグメント間の内部
売上高又は振替高

76 － 76 29,787 29,864 △29,864 －

計 25,794,829 3,513,922 29,308,752 106,627 29,415,379 △29,864 29,385,514

セグメント利益 2,130,188 209,659 2,339,848 20,029 2,359,877 － 2,359,877

（注）１.「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、当社が行っている不動

産賃貸事業であります。

　　　２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　（固定資産に係る重要な減損損失）

　　該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自平成26年４月１日 至平成26年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：千円）

 報告セグメント
その他
（注）１

合計 調整額

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

 
ブランド・
ファッション
事業

タイヤ・
ホイール
事業

計

売上高        

外部顧客への売上高 28,357,918 3,390,456 31,748,375 72,799 31,821,175 － 31,821,175

セグメント間の内部
売上高又は振替高

32 8 41 31,280 31,321 △31,321 －

計 28,357,951 3,390,465 31,748,416 104,079 31,852,496 △31,321 31,821,175

セグメント利益 2,138,258 148,172 2,286,430 22,520 2,308,950 － 2,308,950

（注）１.「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、当社が行っている不動

産賃貸事業であります。

　　　２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　（固定資産に係る重要な減損損失）

　　重要性が乏しいため、記載を省略しております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

  
前第３四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成26年４月１日
至　平成26年12月31日）

　１株当たり四半期純利益金額  130円95銭 136円44銭

（算定上の基礎）    

四半期純利益金額 （千円） 1,434,789 1,494,914

普通株主に帰属しない金額 （千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額 （千円） 1,434,789 1,494,914

普通株式の期中平均株式数 （株） 10,956,631 10,956,631

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

　平成26年11月７日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

(イ）中間配当による配当金の総額……………………153,392千円

(ロ）１株当たりの金額…………………………………14円00銭

(ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………平成26年11月26日

（注）　平成26年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行いました。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】

　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成27年２月11日

株式会社コメ兵

取締役会　御中

 

監査法人東海会計社

 

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 棚橋　泰夫　　印

 

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 牧原　徳充　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社コメ兵
の平成26年４月１日から平成27年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成26年10月１日から平成26
年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成26年４月１日から平成26年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸
表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ
ビューを行った。
 
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財
務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を
作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
 
監査人の責任
　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する
結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し
て四半期レビューを行った。
　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質
問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認
められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。
　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
 
監査人の結論
　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め
られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社コメ兵及び連結子会社の平成26年12月31日現在の財政状態及
び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な
点において認められなかった。
 
利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。
 

以　上

 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれておりません。
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